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空気圧をかけて泡原液と水との混合(混合比率1. 5~

2~引を行ない，発泡斉1]の混入した発泡溶液(活性剤

濃度0.3~0.4S!百)をノズルから放射し，発泡ネ γ トに
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東消式高発泡消火栓装置の構造概略図第 1図

消防機械装備の近代化の一環として各種の発泡機の

研究開発を行なってきたが，東消式発泡襲警毒事の開発実

用化にともなって，界面活性弗l系の高膨張泡を簡単に

発泡することが可能になった。今度，この東消式発泡

器を消防隊用の装備だけでなく，一般の消防用設備に

も広く活用し，化学消火の合理をはかる目的で危険物

施設，建築物，駐車場，船舶等に消防用設備として設

置する高発泡消火栓装置の研究開発をすすめてきたと

ころ，試作実験の結果，所期の性能が得られ実用性が

あると考えられるのでその概要を報告する。
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第 1:表

( 1 ) 構造の概要

この消火栓装置の構造の概略は第1図のとおりで，

発泡器，消防ホース，泡原液タンク，泡原液圧送用空

気ボンベ，泡原液混合率調整弁.定流量弁，消火栓手

元パノレプ毒事により構成しこれを消火栓ボックス内に組

込んだものである。

この猿援の原理は，元ポンプから発泡器に水を圧送

する主導水管に分岐管を設けて，界面活性剤系の高膨

張泡原液(活性剤濃度20%)を入れたタンクを給合し

原

発泡剤水溶液の原液混合率， 1. 5~20% 

発泡剤原液タンタ容量|約701(内径40即 680)

発泡剤有効間原液量|ωi
発泡剤原液庄送用， a 1， 150は/佃2
空気ボ γ ベ容量!

発泡震，3Cr--40 nf 

斉日泡発コE造，諸構2. 

率 1 1倍から 150~初0倍(可変〉

閣115分以と

種¥5-日

倍泡発

時
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り高1$苦言泌が発生するのであ o

この装置の操作する要領については，普通の放水を

するだけで発泡しない場合には，一般の屋内消火栓の

取扱操作と間とであるが?発泡ナ山総合には消火栓手

元パルプと空気ボンベの両方の開放操作を行なうので

ある。本考案でな消火栓手元ノくノレプと空気ボンへのパ

プを別々に手動でも役作でき. 定珂のバノレブ

を電磁弁等により連動でも操作できるようになってい

る。

〈な〕 各部ぬ鋳造，

このー免震2に使う発泡訟は従来からのたん白質泡用の

低発泡ノスルでなく，すで、に消防隊用に使われている

予知商式発泡殺を小型化したものぐある。このた泡25は

消火栓ボックス内に収納できるように特別に設計した

もので，長さ250mmの40ミリ管そうを用い，その先端に

ジム込式のアダブダヘ 2001型可変式噴誘/ズノレ.

直淫360mmの発泡ネットが取付けられている。

泡原液の混合装院は，サイフォン管をもった泡原液

充てん用出カタンクと高波空気ぷ γぺを主体i川戒さ

れており，ザイフォン営むより主潜水管に泡原液が圧入

される配分に泡原液の混合率を調整する弁を設けてお

タンクに泡原液議了入れて， タンク内に5は/cm2程

般の空気圧なかけると主導水管の泣く庄 2.7kg/むm2~3.7 

kgjan3(定流量弁の出口圧力〉との差圧によって，ノズ

んからの紋水量に対L、しーだ1.5~ の割合℃主導水

管を通る氏以混入されるのである。タンク lこ校入する

空気は， タンク内の泡原液を規定の庄力で全部排出で

る容量が必要であり詐試作した数汽では殺 1， 

烈力150均/略立の呼吸保護11ft用のさ主気ボンへもf淡い，圧

力調整器をつけてタンク内に加圧するときの圧力を一

定に保つようにした。

泡原i夜タンクの容;む丸この後{訟によってや}分間発

泡できればよ L、かにょうて決定するのであるが，試作

した装置で怯2001型の可変ノス‘ノレを使ったので， タ

ク容景色c約701 効発泡原液:日開!)に設計し，発

泡可能時聞を一般の屋内消火栓等と同じ15分間できる

ようにした。なお，この装置の安全性を確保するため

に泡原波予ソクには注力10kgjと以上で作動ナる安全

弁が取付けてある。

定i~E量弁の役目は消火栓手元メルフより消防ホース

め結合部ぷ舵管されている主導永幸子{こ流れるオえのi花賞

を一定にして泡原液の混合率が変らないようにすると

同時に発泡器ノズノレの発泡液放射量を最良の発泡条件

にするためのものであるの定流数弁の構造，動作は内f王

50mmの管内に砲弾状の弁とパネを組白せたものが水の

流線方向に装置してあり，入口側の圧力が上昇すると

弁が押されて管内の通水路が小さくなる方向?に作用し

て流量を一定に保つめ℃、あるか

(3) 定流量弁の特性

定流議ブ干の特性歌然験によって競べた結簿さは第2

のとおりである。液淡量弁の人口圧力を従流量ヂヂ

の出口圧力をP2・ノス‘ノレ圧力を九とすれば，入口圧力刊

をo~12同jcm2 まで変化させると P\が 51宅jcm2にな

たとき文京流量弁が作動しはじめs 九=5均/側2でP2山

3.7kgjc皿さらにP¥を11kgj cm2まで上げても出口圧力

P2を3.9kgjcm2以下に保つことができるや したがっ

て.入幻圧力P¥が 5kgjcm2以と Ikgjan2の範囲に大

巾に変動しでもノスノレ圧力九は2kgjcm2から 3kgjar.2 

の範囲に保たれるので，放水量Qは1801 j分~204 1 j 

分.す沿わち，定流畿弁の入いカ P¥が 5kgjc皿2以

上になるようにしておけばノス、ノレの放水量を2001j分

::tl0%の範囲に常に保つことができるのである。

( 63 ) 

。
2 3 4 
出口圧力九(Ktt;;。ー+
) t.Jレ終 絡 . 

3.特徴

この装置の特徴，能力を説明するために，まず，既

存の泡燐火佳によって界面活然予約系の泡芦慰安使う場合

の問題点を述べると，既存の泡消火栓はたん白質泡剤

を用いて発泡させるように作られているために，発泡

器としては衝突流またの発泡ノノ泡管ぞう〉であり，



泡原液の混合装置にプレッシャープロポーショナ一方

式を使っていることである。すなわち.既存の泡消火

栓の構造を変更しないで界面活性剤系の高膨張泡剤に

入れ替えた場合には，放水量に対して10倍程度の発泡

倍率の一般に低発泡といわれるものしか発泡できな

い。また，泡原液混合装置としてベンチュリー管によ

る吸引およびタンク内の泡原液に直接水圧をかけるプ

レッシャープロポーショナ一方式によるものを使っ

て，泡原液タンク内に界面活性剤系の高膨張泡剤を入

れて行なうと，泡原液量が消費されるのにしたがって

水で希釈され，常に規定濃度の発泡溶汲ーが発泡ノズル

から放射されないために10倍以下の低発泡の範囲では

許容される程度の泡が得られたとしても高膨張泡を効

率よく発生することは不可能である。以上の点などに

着目しその解決策として本考案による装置を開発し

たものである。

東消式高発泡消火栓装置の特徴については次のとお

りである。

発泡器の部分については，東j背式発泡器を採用し.

可変ノズルの展開角を変えるだけで低発泡から高発泡

まで自由に出来る型式のものであり，試作器の設計に

あたり特に工夫した点は，発泡恕の管そう部にノスル

が結合されたままステーと発泡ネットだけを取りはず

せるようにし発泡を必要としない場合の放水作業が

しやすいようにした。

泡原液の混合部には，ベンチュリー管等の絞り部分

を設けないので送水による圧力損失が少なく，また，

泡原液を主導水管に押し出す方法として空気圧による

方式を採用したので，主導水管を流れる水圧の一部を

利用して泡原液に直接水圧をかける方法のように抱原

液が希釈される心配がまったくなく，泡原液を効率よ

く発泡させることが可能である。

その他新たに採用した部分には.配管中に定流量弁

を設けたことで，これは各部の構造のところで述べた

役目をすることのほか，実際に消火設備として設置さ

れる場合に重要なことである。たとえば，この消火栓

装置が同ーポンプによる系統に他の消火設備と並列に

設備された場合，他の消火設備等の開閉操作によって

元ポγプの圧力が変動しても，これらに影響されず常

に安定した発泡を可能にするものである。

泡弗!の保存性については，界面活性剤系の泡剤の方

がたん白質泡剤のように老化する心配がないので，タ

ンク内に貯蔵する場合には保守管理が容易である。

4. 発泡能力

発泡能力については，本考案の東消式高発泡消火栓

装置凶と既存の泡消火栓装置倒の発泡能力を同一条件
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のもとに比較してみるると第2，第3衰のとおりであ

る。

第2表:.1既存の泡消火栓の一例として，発泡ノズノレ

放水量2ゆoI /分，使用泡原液量901，発泡可能時間15
分のものを基準にした発泡能力表である。

第2表発泡能力表

(泡原液量901，ノズル放水量2001/分の場合)

毎分発泡貴

金発泡量

発泡可能時間

凶(到のω
能力比率fB)

15 倍

22.5倍

1.5倍

第2表の発泡能力表の根拠は次のとおりである。

( 1 ) 東消式高発泡消火栓装置(A)について

ノズル圧力 2.7kgjcm2，放水量200I j分，噴霧放水角

度340-45。で発泡実験を行なって発泡量を実測した結

果，毎分当りの発泡量は30-40nf/分である。発泡倍

率Rは，放水量 QN=2001分，毎分当りの発泡量F=
_ F X 103 _ 30X 103_ 

30m/分とすると，発泡倍率R一一一一一一一一一一一
QN 200 

150倍，発泡量F=40mj分とすると，発泡倍率R=

200倍，すなわち， ノズルから放水された発泡溶液量

の150倍から200倍の高膨張泡が発生する。内容積100

Iの泡原液タンクに充てんした有効発泡原液量901に

よる発泡可能時間T(分〉および全発泡.tFt(nf)は有効

発泡原液量=q (1)， 泡原被の混合比率C=2%，放

水量=Q N( 1 j分)，毎分当りの発泡量F=30 n/ j分と

すると

T = ~ X 109=90X 100 
一否五支と 2而支E=22分30秒

F，=Fx T=30X22. 5=675n1 

以上のとおり東消式高発泡消火栓装置では，使用泡

原液量901の場合，約22分間発泡が可能であり，約

675n1の高膨張泡を発生することができる。なお， こ

の発泡器による射程は最大約15m得られる。

(2) 既存の泡消火栓装置(B)について

計算の条件としては，泡原液のたん白質泡剤または

界面性剤系の高膨張泡剤のいずれを使った場合にも従

来から使われている低発泡ノズルよって得られる泡の

最高倍率Rは約10倍程度である。前述の東消式高発泡

消火栓装置の場合と同じ内容積の泡原液タシクを用い

'有効発泡原液量q=90 1とする。泡原液は普通使わ

れている 3%型すなわち.混合比率C=3%のものと

する。

毎分当りの発泡量Fは，

F=QNXRニ 200x 1O=2( n1) 



発泡可能時聞は
T=-q_ xl00ー盟主盟~=15(分〉
-QN天王-200x3 

全発泡量F‘=FxT=2XI5=30(0I) 
すなわち，既存の200型泡消火栓装置では，使用泡

原液量901の場合，全発泡量3001，発泡可能時間15分

である。

次に今度試作した高発泡消火栓装置の泡原液タンク

容量701(有効発泡原液量60l)を基準にして同様の方

法でA.B両者の発泡能力を算出した結果について示

すと第3表のとおりである。

第3表発泡能力表

(泡原液量601. ノズル放水量200l/分の場合〉

凶 (B) 
能力比率ω(B) 

毎分発泡量 | 15 倍

全発泡量| 22.5倍

発泡可能時間 i 1.5倍

以上のことを総合してこれらの装置の能力を推察す

ると，界面活性剤系の高膨張泡剤を使って発泡した泡

の消火能力については，発泡倍率10倍の泡と発泡倍率

150~250倍の泡を使い同ーの条件で油面火災消火実験

を行なって両者の消火能力を比較した結果からみる

と，倍率が高くても発泡量を多く出せる方が，倍率の

低い発泡量の少ないものより.発泡器の総合消火能力

は大である。ここでは，泡量を同ーの条件として算出

すると.発泡倍率10倍の泡の消火能力 1に対し発泡

倍率150~250倍の泡の消火能力はおムよそ士である。
この数値と第2表または第3表の数値からA.B両装置

の消火能力の差異を算出してみると225xt=56す

なわち，本考案の泡消火栓装置の能力は同一容量の既

存の泡消火栓の能力の約5----6倍に匹敵するものであ

る。したがって，この装置の実用的効果は非常に大で

ある。

5. むすび

高膨張泡によっる消火設備の問題は，研究機関/0

ーカ一等の各方面で研究開発が進められており，装置

に関する研究の結果が発表されている。将来，実用化

に係る検討がなされ見通しもかなり明るいものと思わ

れる。本考案による装置の研究成果が消防用設備の近

代化の一環として反映されることを期待するものであ

る。(文責島〉
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